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あらまし：本稿では，多様な読解の存在が前提となる物語読解を対象とした再構成型概念マップの適用に

関して検討する．多様な読解を概念マップとして記述し，それを再構成させる活動は，「他者の理解」の

理解」となるが，これが自身の読解を促進できる期待できる．さらに，概念マップとして読解が外在化さ

れ，その操作を他者と共有できることは，読解に対する共有体験を付与することを可能にする．これらは，

物語読解を深める新規な方法となる．
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1. はじめに
概念マップは，事象に対する意味的理解を図的に

表現する手段として広く認められており，学習者に

自身の理解を外在的に表現させる方法として教育で

の利用も盛んに行われている．筆者らの提案してい

る再構成型概念マップ(1)（Kit-Build Concept Map，以

下では KB マップと呼ぶ）は，元となる概念マップ

（以下ではベースマップと呼ぶ）を分解することに

よって得られた部品を学習者に提供し，再構成とし

て概念マップを作成させる枠組みである．ベースマ

ップおよび再構成されたマップが同じ部品で構成さ

れていることからマップ間の比較が可能であり，再

構成されたマップとベースマップの異同を表現する

差分マップや，複数のマップを重畳することでグル

ープとしての再構成を表す重畳マップの作成が可能

となっている．教授内容に対して想定される意味的

理解を教授者がベースマップとして作成し，教授後

に学習者にマップを再構成させ，個々の学習者やグ

ループとしての理解を観測・診断・支援するのが基

本的な教育利用となる．この利用法は，実験的・実

践的利用を通して，有用性が検証されており，協調

学習でも効果があることが確認できている．

この KB マップでは，教授者が想定する理解を表

すベースマップが必須であり，このため統一的な理

解の設定が許容される整理された学習内容が対象と

なっており，読解においては論旨が明示的であるこ

とが前提となる論説文などが適用対象であった．こ

れに対して物語読解においては，異なる解釈の存在

と，その異同をめぐる話し合いが重視されることか

ら， KB マップの適用対象とはされていなかった． 
これに対して本研究では，（仮定１）教授者は物語

に対する多様な理解の存在を知っているはずであり，

であるとすればそれを一つのベースマップとして表

現することができるのではないか，（仮定２）「物語

に対する他者の読解」を理解することが，物語読解

に話し合いの促進に有用なのではないか，の二つの

仮定を置き，多様性を持った物語の読解に対して

KB マップを適用する．仮定１のうち，国語教育にお

いて多様な読解の存在を認めており，それらを尊重

すべきとしているのは明らかである．多様な理解を

表すベースマップの記述に関しては，本研究の課題

となる．仮定２に関しては，「物語に対する他者の読

解」は話し合いにおける「聴くこと」と捉えること

が可能であり，この重要性も明らかであろう．概念

マップの再構成が聴くことを促すかどうかが，本研

究の課題となる．理論的には共感的理解の観点から

妥当性が示唆される．共感的理解とは他者の理解を

再構成することによる理解であり，この再構成にお

いては自身の理解の構成とその参照が不可欠となる

ため，共感的理解は自身の理解を促進することにな

るとされている．再構成概念マップはこの共感的理

解を操作として定義した課題化となっている．

以下本稿では，まず多様な読解を記述するベース

マップについて検討する．次に，その再構成として

の課題化について検討する．最後に，組立てとして

読解を課題化することのメリットと，懸念事項への

対応に関して論じる．

2. 多様な読解を表す概念マップと課題例
図１に「ごんぎつね」における「兵十にごんの気

持ちが伝わったかどうか」に対する多様な読解とそ

れを表す概念マップを記述した（文献(2)で報告され

ている話し合い事例に基づくものである）．各ノード

に特有の役割（一番上が主張，一番下が参照文など）

が与えられている特殊な概念マップとなっているが，

現在の KB マップシステムで取り扱い可能であるこ

とが確認できている．部品化については，ノードと

リンクに完全分割すると難しくなりすぎるため，リ

ンク先を切り離す部分分割による部品化が適当であ

ると判断している．図 2 は，KB システム上での実
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際の部分分割による部品化の例である．この部品を

組立てて図 1 の言語的に表現された読解に沿った概

念マップを再構成することを読解課題とする．

従来の読解とその結果に基づく話し合いにおいて

は，発話した学習者以外の読解は共有されないまま

であった．また，優れた発話があった場合でも，そ

の発話の意味的共有は容易ではなかった．このよう

な現状に対して，図１，２のような他者読解の組み

立て課題は，全学習者が行うことができ，さらに，

KB マップの仕組みを用いて個別の診断・可視化が

できる．また，個々の学習者の概念マップを重畳す

ることでグループとしてどのような組立てを行った

かの集約・可視化できる．これらの可視化によって，

読解が外在化され，その外在化された読解を参照し

ながらの話し合いが可能となる．また，学習者に最

も近い意見のみを作成させることで，個々の学習者

の読解を表明させることも可能となる．部品では表

現できない読解を行っている場合についても，ブラ

ンクのノードとリンクを使わせることで，異なる意

見の存在とその量を可視化できる．

図３の事例は，「ごんは，ぐったりと目をつぶった

まま，うなずきました」という文に対する異なる読

解を表したものであり，同一文に対する異なる解釈

が重要となる例である．ここで，ごんぎつね作者の

「元原稿」においては「ごんは、ぐったりなったま

ま，うれしくなりました。」となっていたことが知ら

れており，この文に置き換えた場合の児童の読解が

どう変化するかを収集・可視化することができる．

先行研究では，「伝わった」と判断する児童が増加す

るとされており，これがなぜか，を話し合うことは，

作品論に通じるものと期待できる．

3. 部品を用いることのトレードオフ(3)

部品を用いることによる読解の底上げ効果は明ら

かであろうが，それによる限定の程度が問題になる

であろう．言語が認識を規定する，という言語的転

回を背景とすれば，利点が欠点を上回ることが期待

できる．部品の意味を共有できるかに関しては，共

約不可能性につながるが，本枠組みにおいては，学

習者と教授者が同じ部品を使う体験を共有すること

ができ，その体験において意味の共有が可能と解釈

することが共約不可能性に関する一つの解になりえ

ると考えている．今後，この構想に沿った授業実践

を予定している．
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図１ 多様な読解と概念マップ化(1) 

図２ 部分分割による部品化 

図３ 多様な読解と概念マップ化(2) 
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